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協議テーマ
・教育に関する大綱について ・切れ目のない教育環境の充実
・教員の多忙解消（校務支援システム）・おいしい給食の提供と食育の推進2015

・静岡市ならではの人材育成 ・教員の多忙解消（部活動）
・子どもの貧困対策

2016

・グローバル人材育成のための魅力ある教育施策
・日本一おいしい学校給食の提供 ・子どもの貧困対策

2017

・総合的な不登校対策の推進 ・学校図書館の更なる充実
・教職員の働き方改革の実現 ※検証テーマ

2018

・特別支援教育の充実 ・教職員の働き方改革の実現 ※検証テーマ2019
・ＩＣＴ教育の推進 ・外国につながる子どもたちの支援体制の充実
・不登校対策の推進※検証テーマ ・子どもの貧困対策※検証テーマ

2020

・ＩＣＴ教育の推進※検証テーマ
・共生教育の推進 ・国際教育の推進

2021

・部活動改革2022
・教育大網の策定2023
・教育大網の策定2024
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不登校児童の
内、新規

不登校児童
の割合

不登校
児童数

全児童数

58.8％1.1％36432,2122019

56.6％1.1％35331,5182020

54.1％1.3％39231,1112021

52.7％1.7％52230,5262022

62.3％2.3％70130,5112023

不登校生徒
の内、新規

不登校生徒の
割合

不登校
生徒数

全生徒数

35.5％5.5％81314,8362019

38.0％5.3％77414,5762020

49.5％6.6％97114,6902021

38.7％7.6％1,10414,5652022

46.8％8.6％1,24714,5662023
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欠席日数 30-90 ー 90以上 出席10以下 出席0 合計 30-90 ー 90以上 出席10以下 出席0 合計

１年 9 ー 3 0 0 12 144 ー 129 19 6 298

２年 23 ー 11 3 0 37 130 ー 148 34 20 332

３年 24 ー 11 4 3 42 106 ー 169 47 19 341

４年 43 ー 22 4 2 71

５年 58 ー 43 6 5 112

６年 61 ー 49 6 2 118

計 218 ー 139 23 12 392 380 ー 446 100 45 971

55.6% ー 35.5% 5.9% 3.1% 39.1% ー 45.9% 10.3% 4.6%

小学校 中学校

欠席日数 30-90 ー 90以上 出席10以下 出席0 合計 30-90 ー 90以上 出席10以下 出席0 合計

１年 17 ー 10 0 0 27 135 ー 149 23 5 312

２年 16 ー 13 2 0 31 112 ー 224 46 26 408

３年 38 ー 21 2 0 61 120 ー 177 74 13 384

４年 49 ー 30 7 3 89

５年 63 ー 52 5 7 127

６年 94 ー 76 13 4 187

計 277 ー 202 29 14 522 367 ー 550 143 44 1,104

53.1% ー 38.7% 5.6% 2.7% 33.2% ー 49.8% 13.0% 4.0%

小学校 中学校

欠席日数 30-50 50-90 90以上 出席10以下 出席0 合計 30-50 50-90 90以上 出席10以下 出席0 合計

１年 26 21 10 1 0 58 88 81 148 23 9 349

２年 35 21 21 4 2 83 101 82 215 46 23 467

３年 28 29 26 2 0 85 80 47 231 58 15 431

４年 36 29 46 3 0 114

５年 52 51 61 3 10 177

６年 45 51 69 8 11 184

計 222 202 233 21 23 701 269 210 594 127 47 1,247

31.7% 28.8% 33.2% 3.0% 3.3% 21.6% 16.8% 47.6% 10.2% 3.8%

小学校 中学校

【表の欠席日数の区分】

30‐50・・・年間の欠席日数が30日より多く50日未満
50-90・・・年間の欠席日数が50日より多く90日未満
30-90・・・年間の欠席日数が30日より多く90日未満
90以上・・・年間の欠席日数が90日以上の児童生

徒のうち、出席日数が10日以下の児
童生徒を除く

出席10以下・・・年間の出席日数が10日以下
出席０・・・年間の出席日数が０日







静岡市の不登校児童生徒への取組（小学校）



静岡市の不登校児童生徒への取組（中学校）
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個別最適な学びのメリット
学習内容や学び方の選択の機会があり意欲が向上する
興味関心に応じた学び、学び方や学ぶペース、教材の選択が可能
自律的な学びを促進し主体性や自己調整力が育つ
子どもが自ら学びを調整する機会が増える
多様なニーズへ対応しやすい
特別支援が必要な子ども、不登校傾向の子どもなどへの配慮が可能
学習の充実が図りやすい
得意を生かした表現活動や、自分の必要に応じた学習活動が可能
ICTの活用により、教師の負担軽減が可能
添削や資料準備の時間短縮、学習の進捗の効率的な把握が可能
チームでの取組が可能
授業者の個性や授業スタイルの影響がなく他の教員と協働しやすい

めざす学校の姿







◎スクールソーシャルワーカー＜福祉の専門家＞

学校をプラットフォームとした総合的な貧困対策をスクールソーシャルワーカーを中心に展開し、
就学前から中学卒業後までの切れ目のない支援を行う（拠点校方式による支援 14人で市内全域をカバー）

①福祉の視点から見立て、支援策を立案 ②学校・家庭と外部の関係機関をつなぐ

◎スクールカウンセラー＜心理の専門家＞

児童生徒や保護者に対して心理面の支援を行う（週１回又は隔週の専門的な支援 37人で市内全域をカバー）

①カウンセリングを通じて心の安定を図り、問題改善に向けた心の活力を養う

②心理状態を正確に把握し、見立てる

◎訪問教育相談員＜思いを受け止める第三者＞
家庭訪問により相談・ニーズを把握し、児童生徒の日常的な見守りや状態に応じたサポート資源への
つなぎ、教員等に助言及び情報提供を行う（週3日 アウトリーチ型支援 12人を12中学校区へ重点的に配置）

①不登校状態にある児童生徒宅を訪問して心身の状態を確認する
②ニーズを把握し、学校や関係機関と連携して支援体制を構築する

＜様々なリスクを抱える家庭＞
・虐待 ・家庭崩壊、
・保護者の精神疾患など

＜様々なストレス＞
・環境の変化や成育上の悩み
・学業不振や進路の悩み
・親子関係・友人関係のトラブル

家庭環境等を
背景とする複雑な問題

＜貧困家庭＞
・生活保護世帯
・就学援助受給世帯など

問題を抱える
児童生徒や保護者

福祉的
支援

心理的
支援

継続的
支援

福祉等
関係機関

＜R6実績＞対応児童生徒数5,450人

相談対応件数：27,266件

＜R6実績＞対応児童生徒数1,097人

相談対応回数：4,378回

＜R6実績＞対応児童生徒数133人

家庭訪問対応回数：3,640回
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部活動から地域クラブへの転換は、中学生の活動に留まらず、広く地域全体でスポー
ツ・文化芸術に親しむことができる機会創出の好機と捉える。現状、市内のスポーツ・文
化活動では、活動できる場が少なかったり、散発したりしている。
まずは、2025年度から基盤構築を進めていく。2027年９月までには中学生を対象と

した基盤を確立。将来的に、世代を超えて参画できる新たなプラットフォームとなるよう
発展させていく。

全市民が、豊かなスポーツ・文化芸術活動に親しむことができる基盤構築
目指す姿

・プレーヤーは子どもでも「支える大人」の参画、将来的に大人もプレーヤーとして共に活動できることも視野に
・市民が興味ある活動に主体的にかかわり、自らの可能性を高めたり、人とのつながりを感じたりワクワクできる場を創造

方 策
公共施設×市民×民間団体で持続可能な基盤体制を共創

市のリソース（スポーツ・文化施設・各種機材等）をフル活用することで
■既存団体の活躍機会の拡充 ■世代を超えた市民活動へ広がり ■持続的な活動支援

★地域クラブ活動★地域クラブ活動



■目指すイメージ

公共施設・市民・民間団体と共創し、市内全域に多様な活動を創出



全
面
実
施

















※

※

※単独調理校は、自校で食材を発注・支払

※単独調理校は、自校で食材を発注、
支払は学校給食課で実施



















98.3
％

ALTとのティームティーチ
ングにより、児童生徒のコ
ミュニケーション能力や異
文化理解が向上したと思う
小中教員の割合

外国語指導助手）】 小学校５・６年、中学校全学年対象

◎ALT活用の目的
（１）外国語指導助手（以下「ALT」という。）と外国語科教員によるティーム・ティーチングを通して、児童生徒の
英語コミュニケーション力を向上させる。
（２）ALTの英語力や文化的背景を生かし、児童生徒の異文化理解を促進する。

◎ALTの果たす役割
・英語でのやり取りを通じて、伝わる喜びを体験させ、学習意欲を高める。
・自然な発音や表現を教え、日本文化との違いを伝えることで、異文化への関心を育てる。

【目指す児童生徒像】 ・自信を持って英語でコミュニケーションをする
・地域のことを英語で語る
・ふるさとへの愛情を持ち、国際的な視野で人とのつながりを広げる

成果
ALTとの交流により、自分の英語が通じた経験が自信となり、言
語習得や異文化理解が深まる。

課題
・児童生徒の英語力向上のため、外国語授業でALT参画をより
充実させていくこと。
・ALTの採用やALT研修会の質を高めること。

市内小・中全校における
ALT事業についての
学校教員用アンケート

（２０２５年２月アンケート結果）



Glocal English Teacher 外国語指導助手）】 小学校３・４年対象

◎GET活用の目的
（１）静岡市在住の英語堪能な地域人材グローカルイングリッシュティーチャー（以下「GET」という。）を活用す

ることにより、児童に「生きた英語」に触れる機会を増やす。
（２）GETと教員によるティーム・ティーチングにより、児童が自ら地元の魅力を英語で発信できる力を育成する。

◎GETの果たす役割
・異文化理解を深める機会をつくり、併せて地域学習も充実させる。
・児童が英語に親しみを持ち、自信を持って英語で表現できるようサポートする。

教員自らがGETから学んだ指導方法を授業展開に取り入れていく段階。
GET事業から次のステップへ英語教育を推進していく。

100％
GETとのティームティー

チングにより、児童の英
語での学習意欲や異文化
理解が向上したと思う小
学校教員の割合

市内小学校における
GET事業についての

学校教員用アンケート

成果
・GETの知見に触れ、児童の英語や異文化への関心が高まると
ともに、様々な授業支援方法により、児童の学習意欲が増加した。
・GETの専門的な知識やスキルの共有により、教員の外国語指
導力が向上した。

（２０２５年２月アンケート結果）

GETは、教員の指導力を向上させるとともに、児童の
「話したい」気持ちを育てることに多大に貢献した。



◎現状１（英語力について）

〇英語教育実施状況調査（文科省）において、ポイントは着実に上昇傾向

】

◎現状１（英語力について）
〇英語教育実施状況調査（文科省）において、

ポイントは着実に上昇傾向

全国本市

52.455.2R6

50.056.0R5

49.251.7R4

47.046.7R3

◎現状２（授業内容について）
〇デジタル教科書・デジタルコンテンツの活用は順調。しかし、教育効果が

高いとされる「ICTでの遠隔地のALTとのやり取り」については全国・本市
ともに低い状況。（教育効果：CEFR A1の生徒割合が2.6%高い）

全国本市授業内容

95.4%95.3%学習者用デジタル教科書の活用

95.7%95.3%デジタルドリルや動画等のコンテンツ活用

96.4%90.7%１人１端末等を用いた発表や話すこと

15.2%11.6%遠隔地のALT等とのティームティーチング

◎英語教育推進に係る取組 「遠隔地とのALT等とのティームティーチング」を全校実施するための実証研究を進めている。
〇接続校：籠上中・安倍川中・賤機中・美和中・清水八中・清水小島中・教育センター（７か所）
〇授業校：清水六中・田町小・玉川小中・梅ケ島小中・大河内小中・大川小中（６か所）

市内49校が参加
県大会出場：清水一中・
城山中・東中・大里中
全国大会出場：大里中

英語発表会

ALT①
訪問支援

ALT②
Online支援

【ポイント】通常の訪問支援では実施不可能
なALT２名の参加などが可能となる。

ALT同士のやり取り
ポイント解説等

【ポイント】ALT２名が英語でのやり取りを
行い、同時に教員が解説などができる。

清水六中の授業では、オンライン
６名、訪問１名が支援。市内各校
へALTのオンライン支援について
周知を図ることができた。

訪問支援 ＋ オンライン支援

オンライン支援体制の構築によ
り、現在実施しているイングリッ
シュデイ・カフェ・キャンプの内
容充実にもつながる。（オンライ
ンによるALT複数参加等）
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対象地位置図©Google

全景写真©Google
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